
呼
び
か
け
団
体
：

グ
リ
ー
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
、
原
子
力
資
料
情
報
室
、

福
島
老
朽
原
発
を
考
え
る

会
、
美
浜
・
大
飯
・
高
浜
原

発
に
反
対
す
る
大
阪
の
会
、

国
際
環
境N

GO
F
o
E
J
a
pa
n

【緊
急
声
明
と
要
請
】

子
ど
も
に
「
年
二
〇
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
」
を
強
要
す

る
日
本
政
府
の
非
人
道

的
な
決
定
に
抗
議
し
、
撤

回
を
要
求
す
る

一
九
日
、文
部
科
学
省
通
知

四
月
一
九
日
、
文
部
科
学

省
は
、
学
校
等
の
校
舎
・
校

庭
等
の
利
用
判
断
に
お
け

る
放
射
線
量
の
目
安
と
し

て
、
年
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
と
い
う
基
準
を
、
福
島
県

教
育
委
員
会
や
関
係
機
関

に
通
知
し
た
。
こ
の
年
二
〇

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
は
屋
外

で
三
・

八
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
／
時
に
相
当
す
る

と
政
府
は
示
し
て
い
る
。

三
・

八
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
／
時
は
、
労
働
基
準
法

で
一
八
歳
未
満
の
作
業
を

禁
止
し
て
い
る
「
放
射
線
管

理
区
域
」
（
０
・
六
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
以
上
）

の
約
六
倍
に
相
当
す
る
線

量
を
子
ど
も
に
強
要
す
る
、

き
わ
め
て
非
人
道
的
な
決

定
で
あ
り
、
私
た
ち
は
強
く

こ
れ
に
抗
議
す
る
。

年
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
は
、
原
発
労
働
者
が
白
血

病
を
発
症
し
労
働
認
定
を

受
け
て
い
る
線
量
に
匹
敵

す
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
原

発
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

最
大
線
量
に
相
当
す
る
。
さ

ら
に
こ
の
基
準
は
、
大
人
よ

り
は
る
か
に
高
い
子
ど
も

の
感
受
性
を
考
慮
に
い
れ

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
内
部
被

曝
を
考
慮
し
て
い
な
い
。

福
島
県
下
七
五
％
の
学
校

が
「管
理
区
域
」
レ
ベ
ル

現
在
、
福
島
県
に
よ
っ
て

県
内
の
小
・
中
学
校
等
に
お

い
て
実
施
さ
れ
た
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、

「
放
射
線
管
理
区
域
」（
０
・

六
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

／
時
以
上
）
に
相
当
す
る
学

校
が
七
五
％
以
上
存
在
し
、

き
わ
め
て
危
険
な
状
況
に

あ
る
。

注
・
放
射
線
障
害
防
護
規
則

第
三
条
の
四
「
事
業
者
は
、
必
要

あ
る
者
以
外
の
者
を
管
理
区
域

に
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
」

今
回
、
日
本
政
府
が
示
し

た
数
値
は
、
こ
の
危
険
な
状

三陸の海を放射能から守る 《天恵の海》
岩手の会 ２０１1（平成２3）年
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原
発
震
災
が
収
ま
ら
な
い
福
島
県
内
の
学
校
利
用
安
全
基
準
に

つ
い
て
文
部
科
学
省
は
四
月
一
九
日
「
年
間
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
」
を
安
全
基
準
と
す
る
と
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
行

の
規
制
値
、
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、
大
人

よ
り
も
影
響
を
受
け
や
す
い
子
ど
も
達
を
危
険
な
状
況
に
追
い
込

む
も
の
と
し
て
、
各
地
か
ら
抗
議
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

４月２１日 文部科学省・原子力安全委員会交渉
衆議院議員会館に、約１２０人の福島や首都圏の市民が集まりまし

た。原子力安全委員会は、１９日、子どもに年 20 ミリシーベルトを

適用することを「差支えなし」と判断。これでは子ども達は校庭で舞

い上がる砂埃を吸い込みながら、放射線管理区域と同じような場所で

長時間を過ごすことになります。この非人道的な政府の判断に対し、

撤回を求め、安全を図る緊急施策を要求する交渉が始まりました。



況
を
子
ど
も
に
強
要
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
の
被
曝

量
を
お
さ
え
よ
う
と
い
う

学
校
側
の
自
主
的
な
防
護

措
置
を
妨
げ
る
こ
と
に
も

な
る
。

文
科
省
は
、
二
〇
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
は
、
国
際
放
射
線

防
護
委
員
会
（I

C
R
P

）
勧
告

P
u
b
.1
0
9

お
よ
びI

C
RP

三

月
二
一
日
付
声
明
の
「
非
常

事
態
収
束
後
」
の
基
準
、
参

考
レ
ベ
ル
の
一-

二
〇
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
に
基
づ
く
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
上
限
を

採
用
す
る
こ
と
と
な
る
。

政
府
判
断
の
経
過
不
明

二
一
日
現
在
、
日
本
政
府

か
ら
は
、
本
基
準
の
決
定
プ

ロ
セ
ス
に
関
し
て
は
、
何
一

つ
具
体
的
な
情
報
が
開
示

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
子

ど
も
の
感
受
性
や
内
部
被

曝
が
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た

理
由
も
説
明
さ
れ
て
い
な

い
。
文
科
省
、
原
子
力
安
全

委
員
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
協
議
が
行
わ
れ
た
の

か
は
不
明
で
あ
り
、
極
め
て

あ
い
ま
い
な
状
況
に
あ
る
。

私
た
ち
は
、
日
本
政
府
に
対

し
て
、
下
記
を
要
求
す
る
。

私
た
ち
の
要
求

・
子
ど
も
に
対
す
る
「
年
二

〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
い
う

基
準
を
撤
回
す
る
こ
と

・
子
ど
も
に
対
す
る
「
二
〇

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
い
う
基

準
で
安
全
と
し
た
専
門
家

の
氏
名
を
公
表
す
る
こ
と

四
月
二
一
日
の
交
渉
は

放
射
線
管
理
区
域
で
の
未

成
年
労
働
の
禁
止
（
労
基

法
）
の
意
味
さ
え
答
え
ら
れ

な
い
担
当
者
の
認
識
で
し

た
。
交
渉
で
は
一
四
項
目
に

の
ぼ
る
質
問
や
要
求
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

文
部
科
学
省
、
原
子
力
安
全

委
員
会
、
災
害
対
策
本
部
の

責
任
あ
る
立
場
の
人
が
福

島
県
へ
出
か
け
県
民
へ
説

明
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま

し
た
。
五
月
二
日
に
は
再
交

渉
の
院
内
集
会
が
、
五
月
五

日
に
は
デ
モ
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

文
科
省
と
原
子
力
安
全
委

員
会
に
対
し
て
全
国
か
ら
抗

議
の
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

●
文
部
科
学
省
学
校
健
康

教
育
課

電
話0

3
-6
7
34
-
26
9
5

Ｆ
Ａ
Ｘ0

3-
6
73
4
-3
7
94

●
原
子
力
安
全
委
員
会

電
話0

3
-3
5
81
-
99
4
8

Ｆ
Ａ
Ｘ0

3-
3
58
1
-9
8
37

み
な
様
、
静
岡
で
、
「
菜

の
花
パ
レ
ー
ド
は
ま
お
か
」

が
一
三
〇
〇
人
を
集
め
行

わ
れ
ま
し
た
。（
動
画
を
撮
っ

て
く
れ
た
壷
阪
さ
ん
の
カ
ウ
ン

ト
）

原
発
テ
ー
マ
の
パ
レ

ー
ド
、
デ
モ
自
体
が
初
め
て
。

ま
し
て
静
岡
の
町
で
私
の

知
る
限
り
、
テ
ー
マ
は
何
に

し
て
も
こ
ん
な
大
勢
集
ま

っ
た
の
は
初
め
て
で
す
。

静
岡
は
町
全
体
が
の
ん

び
り
、
事
な
か
れ
主
義
、
体

制
主
義
、
保
守
的
・
・
・

反

応
が
き
わ
め
て
悪
い
と
い

う
の
が
今
ま
で
の
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
。

で
も
今
は
違
い
ま
す
。
若

者
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
陣

頭
指
揮
を
執
っ
た
杉
山
君

は
、「
今
回
の
原
発
の
事
故
、

こ
の
災
害
は
、
天
災
で
も
人

災
で
も
な
く
我
災
だ
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
自
分
達
は
今
ま
で
何
の

関
心
も
な
く
、
何
も
や
っ
て

こ
な
か
っ
た
。

警
告
し
て

い
る
人
た
ち
が
い
た
の
に
、

無
視
し
て
い
た
自
分
た
ち

が
招
い
た
災
害
だ
」
と
い
う

の
で
す
。
み
ん
な
が
こ
の
よ

う
に
考
え
れ
ば
必
ず
社
会

を
動
か
せ
ま
す
。

若
者
た
ち
が
、
お
母
さ
ん

た
ち
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

世
界
一
危
険
な
原
発
、
浜
岡

は
私
た
ち
の
手
で
止
め
ら

れ
ま
す
。

例
に
よ
っ
て
壷
阪
さ
ん

が
動
画
を
撮
り
、
さ
っ
そ
く

公
開
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ご

覧
く
だ
さ
い
。（
藤
原
玲
子
）
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福
島
第
一
原
発
大
事
故

の
責
任
を
と
り
、
政
府
は
脱

原
発
へ
の
転
換
を
速
や
か

に
決
定
す
る
こ
と
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
こ
と

各
地
で
デ
モ
・パ
レ
ー
ド

◎
三
月
二
七
日
、
反
原
発
銀

座
デ
モ

◎
四
月
九
日
福
岡
マ
マ
は
原

発
い
り
ま
せ
ん
パ
レ
ー
ド

脱
原
発
大
阪
緊
急
集
会

◎
四
月
十
日
東
京
高
円
寺

約
一
万
五
〇
〇
〇
人

東
京
芝
公
園
浜
岡
止
め
よ

う
集
会
約
二
五
〇
〇
人

青
森
市
「
反
核
の
日
」

約
一
五
〇
人

◎
四
月
一
六
日
大
阪
御
堂
筋

約
三
五
〇
〇
人

１，す
べ
て
の
原
発
を
廃
炉

に
し
、
原
子
力
か
ら
撤
退

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

２
，東
電
・
政
府
の
責
任
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。情
報

の
公
開
、
避
難
区
域
の
拡

大
、
被
ば
く
限
度
の
引
き

上
げ
撤
回
、
被
害
補
償
を

求
め
ま
す
。

青
森
県
保
険
医
協
会

岩
手
の
会

美
浜
の
会

若
狭
の
原
発
を
案
じ
る

京
都
府
民
の
会
な
ど

全
国
九
五
市
民
団
体

◎
四
月
二
〇
日
（
水
）
か
ら

福
岡
市
・
九
州
電
力
前

座
り
込
み
開
始

◎
四
月
二
四
日

東
京
芝
公
園
集
会
と
デ
モ

約
四
五
〇
〇
人

渋
谷
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ

ト
パ
レ
ー
ド
」
約
五
千
人

松
山
伊
方
原
発
と
め
よ
う

集
会

◎
五
月
五
日
（
木
）

福
島

子
ど
も
を
守
れ

集
会
と
デ
モ
（
予
定
）

札
幌
ウ
オ
ー
ク

活
断
層
上
に
建
つ
浜
岡
原
発
を
停
め

よ
う
「
菜
の
花
パ
レ
ー
ド
は
ま
お
か
」

が
四
月
二
四
日
（
日
）
行
わ
れ
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
現
地
市
民

が
そ
の
様
子
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

つ
い
に
起
き
て
し
ま
っ
た
原
発
事
故
。
三
・
一
一
を
契

機
に
、
「
生
命
と
生
活
、
環
境
・
自
然
を
守
る
ー
原
発
さ

よ
う
な
ら
署
名
」
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
全
国
各

地
で
、
「
原
発
停
め
よ
う
、
パ
レ
ー
ド
・
デ
モ
・
集
会
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。岩手の会ＨＰに用紙

《再処理・岩手の環境》

と入力して下さい


